
宇 宙 環 境 シ ス テ ム 工 学 研 究 室  

 

 2020 年 度 は コ ロ ナ 対 応 に 追 わ れ た 年 と な り ま し た が ， 卒 業 生 の 皆 様 は 安 全 に

過 ご さ れ て い る と 祈 念 し て い ま す 。今 年 度 の 研 究 室 に は 永 田 教 授 ，脇 田 助 教 ，加

藤 秘 書 に 加 え て ， 後 述 す る f3（ エ フ キ ュ ー ブ ）拠 点 担 当 と し て Land on KA MPS 特

任 助 教 が 配 属 さ れ ま し た 。年 度 後 半 に は 調 達 業 務 支 援 と し て 清 水 秘 書 に も 当 研 究

室 に 復 帰 頂 き ま し た 。博 士 課 程 学 生 は 3 名 ， M2 が 7 名 ， M1 が 4 名 ， B4 が 6 名 在

籍 し て い ま す 。  

 R2 年 度 よ り ， 本 学 機 能 強 化 事 業 と し て 「 f3 工 学 教 育 研 究 拠 点 」 が 室 蘭 工 業 大

学 と の 連 携 で 始 ま り ま し た 。 詳 細 は  https://f 3.eng.h o kudai.ac. jp/  を 参 照 く

だ さ い 。当 研 究 室 は「 小 型 宇 宙 推 進 ユ ニ ッ ト 」に 貢 献 し な が ら ，小 型 相 乗 り 深 宇

宙 探 査 機 用 ハ イ ブ リ ッ ド キ ッ ク モ ー タ の 開 発 を 精 力 的 に 進 め て い ま す 。こ の モ ー

タ 開 発 に 博 士 研 究 と し て 取 り 組 む た め ，数 年 前 に 修 士 号 を 取 得 し た 当 研 究 室 卒 業

生 が 博 士 課 程 学 生 と し て 新 た に 10 月 に 入 学 し ま し た 。  

 研 究 拠 点 で あ る 防 爆 実 験 棟 は 更 に 整 備 が 進 み ，全 面 を 舗 装 す る と 共 に 地 上 燃 焼

実 験 用 の 燃 焼 ス タ ン ド 棟 を 4 棟 整 備 し ま し た 。 集 合 写 真 は 舗 装 直 後 の 防 爆 実 験

棟 で 撮 影 し た も の で す 。 基 盤 研 究 と し て は ， ノ ズ ル 浸 食 機 構 解 明 ， 端 面 燃 焼 式

（ AIEB-H R） ハ イ ブ リ ッ ド ロ ケ ッ ト ， 低 濃 度 過 酸 化 水 素 の ハ イ ブ リ ッ ド ロ ケ ッ ト

用 酸 化 剤 へ の 適 用 等 を 進 め て い ま す 。CAMUI 型 ハ イ ブ リ ッ ド ロ ケ ッ ト は 実 用 化 段

階 に 入 り ，推 力 4～ 5 tonf 級 の 燃 焼 実 験 が 順 調 に 進 ん で い ま す 。数 年 以 内 に 事 業

販 売 の ニ ュ ー ス を お 知 ら せ で き る と 思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://f3.eng.hokudai.ac.jp/


宇 宙 環 境 応 用 工 学 研 究 室  

 

 教 授 ・ 藤 田  修 ： コ ロ ナ の 影 響 で 研 究 室 の 様 子 は 一 変 し て お り 202 0 年 は 恒 例

の 夏 キ ャ ン プ や ソ フ ト ボ ー ル 大 会 ，懇 親 会 等 の イ ベ ン ト は 中 止 と せ ざ る を 得 な い

状 況 で し た 。オ ン ラ イ ン で の 懇 親 会 が 唯 一 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と な っ て い

ま す 。一 方 研 究 面 は 引 き 続 き ，燃 焼・エ ネ ル ギ ー 問 題 に 活 発 に 取 り 組 ん で い る ほ

か ， 長 期 に 渡 り 準 備 を 進 め て き た IS S 実 験 が い よ い よ 2 021 年 中 に 開 始 で き る 運

び と な り ま し た 。 2 019 年 以 降 Combus t ion and Fl ame に 10 編 ， 国 際 燃 焼 （ PC I）

に 17 件 の 論 文 を 研 究 室 か ら 発 表 し ま し た 。 卒 業 生 の 活 躍 の 様 子 を 聞 く の は と て

も 嬉 し い こ と で す の で ，来 札 の 折 に は 研 究 室 へ 是 非 お 立 ち 寄 り い た だ き ，近 況 を

直 接 聞 か せ て 下 さ い 。 E-mai l:ofuji t a@eng.hok udai.ac . jp  

准 教 授 ・ 橋 本 望 ： 早 い も の で 2015 年 1 月 に 着 任 し て か ら 6 年 と な り ま し た 。

来 年 か ら は 藤 田 先 生 の ISS 実 験 プ ロ ジ ェ ク ト の 後 継 と な る 新 た な I SS プ ロ ジ ェ

ク ト や カ ー ボ ン ・ フ リ ー 燃 料 関 係 の 新 た な 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト が 始 ま る 見 込 み で ，

ま す ま す 忙 し く な り そ う で す が ，個 性 豊 か な 学 生 の 皆 さ ん と 共 に ，引 き 続 き 燃 焼

関 連 研 究 に 邁 進 す る 所 存 で す 。 E-ma i l:  nozomu .hashim o to@eng.ho kudai.a c .jp  

学 部 ４ 年 ・ 5 人 ， M1・ 4 人 ， M2・ 5 人 ， D C・ 5 人 ， 学 術 研 究 員 ・ 1 人 ， 秘 書 多 賀 さ

ん ， と も 皆 元 気 で や っ て お り ま す 。 U RL: http: //lsu -e n g-hokudai .main.j p /  

 

 

計 算 流 体 工 学 研 究 室  

 

2020 年 度 は 博 士 課 程 1 名 ， 修 士 課 程 1 3 名 ， 学 部 生 6 名 （ う ち ， 韓 国 ， 中 国 ，

イ ン ド ，ケ ニ ア ，ナ イ ジ ェ リ ア よ り 留 学 生 ７ 名 ）が 所 属 し ，今 期 は 海 外 と の 渡 航

制 限 の た め 残 念 な が ら 外 国 人 イ ン タ ー ン シ ッ プ 生 の 受 け 入 れ は 中 止 と な り ま し

た が ，海 外 大 学 院 に 進 学 し た 卒 業 生 も 多 数 お り ，国 際 色 豊 か な 研 究 室 で す 。研 究

に お い て は ，「 反 応・混 相 流 」，「 航 空 力 学・推 進 機 」，「 高 エ ネ ル ギ ー 流 れ 」の 3 グ

ル ー プ に て 乱 流 ，衝 撃 波 ，燃 焼 ，プ ラ ズ マ ，気 液 界 面 な ど を 伴 う 様 々 な 流 体 現 象

の 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 物 理 モ デ ル と 計 算 法 の 開 発 検 証 を 通 し て 実 機 設 計 へ

の 貢 献 を 目 指 し て い ま す 。 2020 年 度 に は ， 高 橋 助 教 が 文 部 科 学 大 臣 表 彰 若 手 科

学 者 賞 ，ま た ，修 士 学 生  山 本 賢 君 が 第 58 回 燃 焼 シ ン ポ ジ ウ ム で ベ ス ト プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ ン 賞 ，ジ ョ ヨ ン フ ァ 君 が 第 3 4 回 数 値 流 体 力 学 シ ン ポ ジ ウ ム で ベ ス ト CFD

グ ラ フ ィ ッ ク ス ・ ア ワ ー ド 特 別 賞 を そ れ ぞ れ 受 賞 し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

http://lsu-eng-hokudai.main.jp/


熱 流 体 物 理 学 研 究 室  

 

当 研 究 室 は ， 教 授 ： 渡 部 正 夫 ， 准 教 授 ： 小 林 一 道 ， 助 教 ： 藤 井 宏 之 ， 大 学 院

博 士 過 程 ： 2 年 生 １ 名 ， 社 会 人 ２ 年 生 １ 名 ， 修 士 課 程 ： 2 年 生 5 名 ， 1 年 生 4

名 ， 学 部 4 年 生 ： 5 名 ， 計 1９ 名 で 構 成 さ れ て お り ま す 。  

 研 究 は ， 渡 部 が 液 滴 衝 突 力 学 を 中 心 と し て ， 気 液 界 面 ・ 固 液 界 面 の 物 理 学 を

基 盤 と し て sp lash 発 生 機 構 の 解 明 に 挑 戦 し ， 小 林 准 教 授 が 気 液 相 界 面 の 物 理 学

を 中 心 と し て ， 分 子 気 体 力 学 ・ 分 子 動 力 学 を 基 盤 と し て 界 面 境 界 条 件 の 確 立 に

挑 戦 し ， 藤 井 助 教 が 光 学 を 中 心 と し て ， 光 輸 送 方 程 式 ・ 光 拡 散 方 程 式 を 基 盤 と

し て 生 体 に お け る 光 伝 播 の 数 理 モ デ ル の 構 築 に 挑 戦 し ， 研 究 室 一 丸 と な っ て 楽

し く 取 り 組 ん で い ま す 。  

 研 究 室 は 20 20 年 4 月 に 新 設 の 機 械 工 学 総 合 実 験 棟 に 移 転 し ま し た 。 小 橋 安 次

郎 先 生 が 1969 年 に 流 体 工 学 第 二 講 座 に 着 任 さ れ て 依 頼 ， 私 達 の 研 究 拠 点 で あ っ

た J-150 室 は ， 20 2 1 年 1 月 に 取 壊 し と な り ま し た 。 J 棟 は 1964 -69 年 に 建 築 さ

れ ， 1973 年 に は J - 150 実 験 室 の 象 徴 で あ っ た 風 洞 も 完 成 し ま し た が ， そ の 5 0

余 年 の 歴 史 に 幕 を お ろ し ま し た 。 J- 1 50 室 の 最 後 の 風 景 と ， 新 し い 実 験 室 の 写

真 を 研 究 室 HP に 掲 載 し ま し た の で ， ご 覧 く だ さ い 。  

 藤 川 重 雄 先 生 が 2 011 年 の 3 月 に 退 職 さ れ て か ら 10 年 が 経 ち ， 2014 年 4 月 に

藤 井 助 教 が 着 任 し ， 現 在 の 研 究 組 織 と な っ て か ら ７ 年 が 経 ち ま し た 。 50 余 年 の

歴 史 の 中 で は あ っ と い う 間 で す が ， 流 体 工 学 第 二 講 座 か ら 続 く 由 緒 あ る 研 究 室

の 名 に 恥 じ ぬ よ う ， 研 究 室 一 同 こ れ か ら も 精 進 し て ま い り ま す 。  

 機 械 の 卒 業 生 の 皆 様 ， ご 来 札 の 折 に は お 気 軽 に 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ

い 。  

研 究 室 URL： h ttps: //tfp.eng .hokuda i .ac.jp/  

 

 

取 壊 し 前 の J- 150 実 験 室  

 

 

 

 

https://tfp.eng.hokudai.ac.jp/


材 料 機 能 工 学 研 究 室 （ 旧 材 料 機 能 学 分 野 ）  

 

当 研 究 室 は ， 20 20 年 度 現 在 ，教 授・中 村 孝 ，准 教 授・髙 橋 航 圭 ，助 教・藤 村 奈

央 ，大 学 院 博 士 課 程 1 年 生： 1 名 ，修 士 課 程 2 年 生： 11 名 ，  1 年 生 ： 5 名 ，学 部

生 5 名 で 日 々 を 楽 し く 過 ご し て い ま す 。こ こ 数 年 は 中 国 ，イ ン ド ，台 湾 か ら の 留

学 生 が 当 研 究 室 に 在 籍 し ，様 々 な 刺 激 を 与 え て く れ て い ま す 。学 生 た ち は 日 本 語

と 英 語 で 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 り 合 い ，研 究 や お 互 い の 文 化 に つ い て

理 解 を 深 め な が ら 活 発 な 活 動 を 続 け て お り ま す 。 2020 年 春 に 新 し く 機 械 工 学 総

合 研 究 棟 が 建 ち ，長 く 慣 れ 親 し ん だ J 棟 か ら 研 究 室・実 験 室 を 移 転 し ま し た 。引

越 し 直 後 ，新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 学 生 た ち は 今 ま で の よ う に 自 由 に 部 屋 へ の 出 入 り

が で き な く な り ま し た が ， 皆 そ れ ぞ れ 頑 張 っ て 各 々 の 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す 。

J 棟 は ，移 転 後 ，あ っ と い う 間 に 取 り 壊 さ れ ま し た が ，そ こ で 先 輩 方 ・ 後 輩 た ち

と 熱 く ，楽 し く 過 ご し た 懐 か し い 日 々 と 共 に ，心 に 刻 ま れ て い ま す 。日 常 が 戻 る

に は ま だ 時 間 が か か り そ う で す が ， 新 し い 環 境 で も J 棟 で の 日 々 に 負 け ぬ 研 究

活 動 が で き る よ う 励 ん で 参 り ま す 。  

研 究 に お い て は ， 主 に ， 高 強 度 金 属 材 料 に お け る 超 高 サ イ ク ル 疲 労 ， SPr ing -

8 を 用 い た 内 部 き 裂 の 発 生・進 展 挙 動 の 非 破 壊 観 察 ，複 合 材 料 の 炭 素 繊 維 － 樹 脂

界 面 の 強 度 評 価 ， 粘 着 剤 の は く 離 プ ロ セ ス の 解 明 ， Sc a nning C yclic  Pres s 法 に

よ る 金 属 表 面 の ナ ノ 微 細 化 技 術 の 開 発 ， な ど の テ ー マ に 取 り 組 ん で い ま す 。  

卒 業 生 の 皆 様 ，札 幌 に お 越 し の 際 は 是 非 研 究 室 に も お 立 ち 寄 り 頂 き ，皆 様 の 近

況 を お 知 ら せ く だ さ い 。 そ し て ， 在 学 生 に 刺 激 を 与 え て い た だ け れ ば 幸 い で す 。 

研 究 室 HP： ht tps:/ /mfm.eng. hokudai . ac.jp/  

 

 

 

2020 年 3 月 25 日  学 位 記 授 与 ＆ 中 村 先 生 の 還 暦 祝 い に て  

 

 

 

 

 

https://mfm.eng.hokudai.ac.jp/


材 料 力 学 研 究 室  

 

材 料 力 学 研 究 室 卒 業 生 の 皆 様 ， い か が お 過 ご し で し ょ う か 。  

本 研 究 室 で は ， 長 年 研 究 室 を 支 え て い た だ い た 佐 々 木 一 彰 教 授 が ご 退 職 さ れ ，

2019 年 4 月 よ り 佐 藤 太 裕 教 授 が 研 究 室 を 担 当 し て お り ま す 。 佐 藤 教 授 は こ れ ま

で ，北 大 工 学 部 土 木 系 コ ー ス（ 構 造 シ ス テ ム 研 究 室 ）に て ，材 料・構 造 力 学 に 関

す る 教 育 や 研 究 ，特 に 竹 な ど の 植 物 の 形 態 か ら ヒ ン ト を 得 た 新 し い 構 造 設 計 技 術

に 関 す る 研 究 な ど を 進 め て お り ま し た が ，こ の た び 新 た に 機 械 系 の 担 当 と な っ て

お り ま す 。 研 究 室 は 加 藤 博 之 准 教 授 ， 沼 田 祐 希 秘 書 に 加 え ， 今 年 度 は D1： 1 名 ，

M2： 4 名 ，M1： 4 名 ，B4： 5 名 の 所 属 学 生 た ち が そ れ ぞ れ 植 物 模 倣 科 学（ プ ラ ン ト

ミ メ テ ィ ク ス ）， 形 状 記 憶 合 金 ， ス ポ ー ツ 科 学 と い っ た 幅 広 の 課 題 に つ い て ， 材

料 力 学 的 視 点 か ら の チ ャ レ ン ジ ン グ な 研 究 を 展 開 し て い ま す 。  

コ ロ ナ 禍 で 大 学 を 取 り 巻 く 状 況 も 一 変 し ，研 究 室 の 活 動 も 今 年 度 は 大 き く 制 約

さ れ て し ま い ま し た 。そ の よ う な 中 で も ，学 生 た ち が 次 世 代 の 材 料 力 学 を 切 り 拓

く 力 強 い 研 究 成 果 を 挙 げ て い ま す 。就 職 活 動 ，共 同 研 究 ，材 料 力 学 に 関 わ る ご 相

談 な ど ，い つ で も 気 軽 に 我 々 に ご 連 絡 を い た だ き 交 流 を さ せ て い た だ き た い と 願

っ て い ま す 。ま た ，札 幌 に お 越 し の 際 は ぜ ひ 我 々 の 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

研 究 室 一 同 心 よ り お 待 ち し て い ま す 。 OB・ O G の 皆 様 に お か れ ま し も 大 き な 変 化

を 余 儀 な く さ れ た 一 年 か と 思 い ま す 。 皆 様 の 益 々 の ご 健 勝 を お 祈 り い た し ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バ イ オ メ カ ニ カ ル デ ザ イ ン 研 究 室  

 

卒 業 生・修 了 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。当 研 究 室 は 現 在 ，東 藤 教

授 ，山 田 助 教 ，大 沼 技 術 職 員 に 加 え ，大 学 院 博 士 後 期 課 程 3 名 ，修 士 課 程 11 名 ，

学 部 4 年 生 5 名 ， 研 修 生 1 名 の 総 勢 2 3 名 の メ ン バ ー で 構 成 さ れ て い ま す 。  

昨 年 は 新 し い 機 械 工 学 総 合 研 究 棟 が 完 成 し ， 当 研 究 室 も 旧 J 棟 か ら 移 転 し ま

し た 。 学 生 の 居 室 の 他 ， 現 在 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト に 合 わ せ た 3 つ の 実 験 室 が あ

り ま す 。 札 幌 へ お 越 し の 際 は 是 非 見 学 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。 新 型 コ ロ ナ の 影

響 も あ り ， 学 生 が 自 由 に 研 究 室 に 出 入 り し ， 賑 や か な 雰 囲 気 を 取 り 戻 す に は も

う 少 し 時 間 が か か り そ う で す が ， 素 晴 ら し い 環 境 で よ り 一 層 研 究 活 動 に 邁 進 す

る 所 存 で す 。  

現 在 ，主 な 研 究 テ ー マ と し て ，硬 組 織 の バ イ オ メ カ ニ ク ス（ 石 灰 化 骨 様 マ テ リ

ア ル の 微 視 構 造 と 力 学 特 性 ，海 綿 骨 単 一 骨 梁 の 弾 性 率 測 定 ，ヒ ト 智 歯 脱 灰 象 牙 質

の 力 学 特 性 ）， 筋 骨 格 系 の バ イ オ メ カ ニ ク ス （ 振 り 子 試 験 に よ る 動 物 膝 関 節 の 摩

擦 特 性 評 価 ，ウ ェ ア ラ ブ ル セ ン サ に よ る 歩 行 特 徴 分 析 ，教 師 な し 学 習 に よ る 肘 関

節 運 動 時 の 表 面 筋 電 分 析 ）， バ イ オ マ テ リ ア ル （ 多 孔 質 金 属 ス キ ャ フ ォ ル ド の 生

体 機 能 コ ー テ ィ ン グ ，臨 床 用 フ ィ ブ リ ン ゲ ル の 力 学 特 性 評 価 ，魚 類 コ ラ ー ゲ ン コ

ー テ ィ ン グ 層 の 石 灰 化 特 性 ） に 関 す る プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 ん で い ま す 。  

近 況 は ，研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ（ https :// lbd.eng.h okudai. a c.jp/）に て 発 信 し

て お り ま す の で ， 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

https://lbd.eng.hokudai.ac.jp/


ロ ボ テ ィ ク ス ・ ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 室  

 

 小 林 幸 徳 教 授 が 2 019 年 9 月 で 北 海 道 大 学 を ご 退 職 し ， 苫 小 牧 工 業 高 等 専 門 学

校 の 校 長 に な ら れ ま し た 。 そ の 後 ， 江 丸 貴 紀 准 教 授 ， R avankar Ankit 助 教 の 体

制 で 研 究 ・ 教 育 活 動 を 行 っ て い ま す 。 今 年 度 の 研 究 室 は 博 士 課 程 ： 3 名 ， M2： 8

名 ，M1： 8 名 ，学 部 4 年 生 が 6 名（ う ち 留 学 生 が 5 名 ，社 会 人 が 2 名 ）の 計 26 名

で ，う ち 2 名 が 2 02 0 年 度 に 博 士 課 程 を 修 了 し ま し た 。研 究 室 で は ロ ボ テ ィ ク ス ，

ダ イ ナ ミ ク ス に 関 連 す る 研 究 を 幅 広 く 行 っ て お り ，テ ー マ と し て は 積 雪 寒 冷 地 域

に お け る 自 動 運 転 技 術 の 開 発 ，ド ロ ー ン に よ る イ ン フ ラ 点 検 ，農 林 業 支 援 ロ ボ ッ

ト の 開 発 ，ド ロ ー ン に よ る リ モ ー ト セ ン シ ン グ ，地 上 移 動 ロ ボ ッ ト と ド ロ ー ン の

協 調 制 御 ，鉄 道 車 両 を 想 定 し た 柔 軟 構 造 物 の 振 動 お よ び 音 響 解 析 な ど に 取 り 組 ん

で い ま す 。学 内 連 携 や 産 学 連 携 に 関 す る 活 動 も 積 極 的 に 行 っ て お り ，学 内 で は 農

学 研 究 院 や 理 学 研 究 院 と の 連 携 ， さ ら に は 江 丸 が 北 海 道 大 学  広 域 複 合 災 害 研 究

セ ン タ ー の 准 教 授 を 兼 担 し ，防 災 ・減 災 を 目 的 に ，農 ・工 ・理 ・文・ 経 済 な ど 多

面 的 な ア プ ロ ー チ を ロ ボ テ ィ ク ス と 融 合 し た 研 究 を 進 め て い ま す 。ま た ，学 外 の

連 携 も 広 く 行 っ て お り ，北 海 道 総 合 研 究 機 構（ 工 業 試 験 場・林 業 試 験 場 ）や 地 公

体 ，様 々 な 企 業 と も 共 同 研 究 を 実 施 し ，未 来 を 見 据 え た 基 礎 的 な 研 究 か ら 社 会 実

装 を 目 的 と し た 実 践 的 な 研 究 ま で ，幅 広 く 学 生 と 共 に 取 り 組 ん で い ま す 。卒 業 生

の 皆 様 ， お 近 く に お 越 し の 際 は 是 非 ， 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。  

（ https:/ /mech -h m .eng.hoku dai.ac. j p/~rd/）  

 

https://mech-hm.eng.hokudai.ac.jp/~rd/


知 的 構 造 シ ス テ ム 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 い か が お 過 ご し で し ょ う か ． 201 9 年 3 月 を も っ て ， 長 年 に わ た

っ て 研 究 室 内 の 諸 活 動 を 支 え て く だ さ っ た  大 島 正 裕  助 手 が 定 年 退 職 さ れ ま し

た ．2020 年 度 の メ ン バ ー は ，梶 原 逸 朗  教 授 ，原 田 宏 幸  准 教 授 と ，D2： 2 名 ，D 1：

1 名（ 社 会 人 ）， M2： 3 名 ， M1： 4 名 ，学 部 4 年 生 ： 7 名 ，の 計 19 名 で す ．新 機 械

棟 が 完 成 し ，新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に 伴 う 緊 急 事 態 宣 言 の 下 で 慌 た だ し

く 新 し い 実 験 室 へ 引 っ 越 し ま し た ．慣 れ 親 し ん だ J 棟 の 研 究 室・実 験 室 は ，そ の

後 跡 形 も な く 解 体 さ れ る こ と と な り ま し た ．ま た ，同 感 染 症 対 策 の た め ，今 年 度

は 定 例 の 研 究 室 ゼ ミ を す べ て オ ン ラ イ ン で 行 い ま し た ．メ ン バ ー が 一 堂 に 会 す る

機 会 が ほ ぼ な い 中 で の 研 究 室 生 活 と な り ま し た ．  

本 研 究 室 で は 知 的 構 造 シ ス テ ム に 関 す る 研 究 を 幅 広 く 行 っ て い ま す ．テ ー マ と

し て は ，セ ン サ /ア ク チ ュ エ ー タ /情 報 処 理 機 能 を 融 合 し た ス マ ー ト 構 造 に よ る 知

的 制 御 ，レ ー ザ ー の 計 測・モ ニ タ リ ン グ へ の 応 用 技 術 ，ロ ボ ッ ト 技 術 に 関 す る 研

究 を 行 っ て い ま す ． 他 に ， さ ま ざ ま な 対 象 へ の 応 用 研 究 を 行 っ て い ま す ． ま た ，

産 学 連 携 も 積 極 的 に 行 い ，大 学 の シ ー ズ と 社 会 の ニ ー ズ の 接 点 を 見 出 し ，研 究 の

内 容 を 発 展 的 に 応 用 展 開 す る こ と に よ り ，実 用 化 を 目 指 す こ と に も 重 点 を 置 い て

い ま す ．お 近 く に お 越 し の 際 は ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い ．メ ン バ ー 一 同

お 待 ち し て お り ま す ． 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ の ア ド レ ス が 変 わ り ま し た ．

（ https:/ /s3.eng . hokudai.a c.jp/） よ ろ し け れ ば ご 覧 く だ さ い ．  

 

 

マ イ ク ロ エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 研 究 室  

 

M2： 3 名 ， M1： 5 名 ， B4： 5 名 が 在 籍 し て い ま す 。実 験 棟 が 新 し く な り ， J 棟 に

あ っ た 研 究 室 ・ 実 験 室 の 引 越 し を 行 い ま し た 。 10 月 か ら 清 水 王 緒 子 さ ん に 事 務

作 業 を お 手 伝 い い た だ い て い ま す 。  

教 授・戸 谷  剛  超 小 型 衛 星 用 の 熱 設 計 法・蓄 熱 材 ，表 面 微 細 構 造 を 用 い た 赤

外 線 乾 燥 の 研 究 を 引 き 続 き 行 っ て い ま す 。超 小 型 衛 星 用 乱 氷 域 検 出 セ ン サ ー の 研

究 を 始 め ま し た 。  

准 教 授 ・ 黒 田 明 慈  VOF 法 や 格 子 ボ ル ツ マ ン 法 に よ る 気 液 二 相 流 の 数 値 解 析 ，

乱 流 の 流 動 抵 抗 低 減 や 熱 輸 送 と 運 動 量 輸 送 の 非 相 似 性 に 着 目 し た 高 効 率 熱 交 換

器 に 関 す る 研 究 に 加 え ，最 近 は オ ー プ ン ソ ー ス の 熱 流 体 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト

OpenFOAM を 用 い た 数 値 解 析 を 行 っ て い ま す 。  

准 教 授・山 田 雅 彦  こ れ ま で と 変 わ ら ず 固 液 混 相 流 の 相 変 化 伝 熱 の 実 験 を 行 っ

て い ま す が ，数 年 前 か ら は 生 体 凍 結 の 光 学 検 出 に 関 す る 実 験 も 始 め ま し た 。ま だ

成 果 が 出 て い ま せ ん が ，新 実 験 棟 の 環 境 の 激 変 に 戸 惑 い な が ら も ，マ イ ペ ー ス で

興 味 の 赴 く ま ま 色 々 な こ と に 手 を 出 し て い ま す 。  

https://s3.eng.hokudai.ac.jp/


マ イ ク ロ バ イ オ メ カ ニ ク ス 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 ，他 方 面 で 益 々 ご 活 躍 の こ と と 存 じ ま す 。マ イ ク ロ バ イ オ メ カ ニ

ク ス 研 究 室 で は 今 日 現 在 で ，大 橋 俊 朗 教 授 ，昆 野 直 恵 技 術 補 佐 員 に 加 え て ，博 士

後 期 課 程 3 名 ， 修 士 課 程 5 名 ， 学 部 生 6 名 ， 研 究 生 1 名 で 構 成 さ れ ， モ ン ゴ ル ，

マ レ ー シ ア ，ベ ト ナ ム ，韓 国 ，中 国 ，チ ュ ニ ジ ア の 留 学 生 が 在 籍 し 大 変 国 際 的 な

雰 囲 気 の 中 で 日 々 研 究 に 励 ん で お り ま す 。こ れ ま で に 取 り 組 ん で き た バ イ オ メ カ

ニ ク ス 研 究 は 主 と し て ヒ ト や 動 物 を 対 象 と し た も の で し た が ，今 年 度 か ら 新 た に

植 物 バ イ オ メ カ ニ ク ス の 研 究 を 立 ち 上 げ ま し た 。修 士 課 程 学 生 と 学 部 生 が 取 り 組

ん で く れ て お り ま す 。今 年 度 は コ ロ ナ 禍 の た め ，学 生 居 室 や 実 験 室 に 滞 在 す る 人

数 を 制 限 し た り 物 品 の 納 入 が 遅 れ た り な ど 研 究 活 動 に お い て 影 響 は 多 々 ご ざ い

ま し た が ， 良 い お 知 ら せ と し て 昨 年 4 月 よ り 新 た に 機 械 工 学 総 合 研 究 棟 が 竣 工

し A 棟 学 生 居 室 と J 棟 実 験 室 は す べ て 新 棟 に 引 っ 越 し ま し た 。 当 研 究 室 の ス ペ

ー ス は 新 棟 の 3 階（ 最 上 階 ）で す 。学 生 居 室 と 実 験 室 は 廊 下 を 挟 ん で 向 か い 合 っ

て お り ， そ れ ぞ れ 2 ス パ ン 分 を 一 部 屋 と し て 使 い 大 変 広 々 と し た 空 間 と な っ て

お り ま す 。以 前 に 比 べ て す べ て が 新 し く な り ，ま た 学 生 居 室 と 実 験 室 が 目 の 前 と

い う 研 究 環 境 と し て 格 段 に よ い も の と な り ま し た 。海 外 共 同 研 究 と し て ，メ ル ボ

ル ン 大 学（ オ ー ス ト ラ リ ア ），グ ラ ー ツ 医 科 大 学（ オ ー ス ト リ ア ），ト リ ノ 工 科 大

学 （ イ タ リ ア ）， サ ラ ゴ サ 大 学 （ ス ペ イ ン ）， グ ラ ス ゴ ー 大 学 （ ス コ ッ ト ラ ン ド ）

と 協 働 し て お り ま す 。札 幌 に お 越 し の 際 は ，是 非 ，新 し い 研 究 棟 を 見 に お 立 ち 寄

り 下 さ い 。  

 

 

変 形 制 御 学 研 究 室  

 

 当 研 究 室 は ， 平 成 30 年 か ら 佐 々 木 克 彦 教 授 ， 本 田 真 也 准 教 授 ， 武 田 量 助 教 の

三 人 で 担 当 し て い ま す 。 産 官 と の 連 携 が 盛 ん で ， 佐 々 木 教 授 は ， 電 子 デ バ イ ス

の 安 全 評 価 や ス マ ー ト フ ォ ン の 熱 ・ 構 造 解 析 か ら 膝 関 節 の 運 動 解 析 や ， 動 脈 硬

化 の 治 療 に 使 用 さ れ る ス テ ン ト な ど の 生 体 力 学 に 関 す る 研 究 な ど を 行 っ て い ま

す 。 本 田 准 教 授 は ， 航 空 機 構 造 用 の 先 端 複 合 材 の 最 適 設 計 手 法 の 開 発 ， ス マ ー

ト 複 合 材 の 機 械 学 習 に よ る 適 応 振 動 制 御 ， 曲 線 状 の 強 化 繊 維 を 有 す る 新 機 能 複

合 材 の 設 計 と 製 造 手 法 の 開 発 な ど を 行 っ て い ま す 。 武 田 助 教 は ， 膝 関 節 の 運 動

解 析 と 人 工 関 節 開 発 な ど を 行 っ て い ま す 。  

各 教 員 が そ れ ぞ れ 幅 広 い テ ー マ を 取 り 扱 っ て お り ， 関 連 す る 学 生 も 多 く の 知

識 と 経 験 を 積 む こ と が で き ， 多 様 な 問 題 解 決 に 適 応 で き る ス キ ル を 身 に 付 け る

人 材 を 育 て る 研 究 教 育 を 行 っ て い ま す 。  

今 年 度 の 学 生 数 は 社 会 人 博 士 2 名 ， 修 士 13 名 （ う ち 2 名 が イ ン ド ネ シ ア ， バ

ン グ ラ デ ィ シ ュ か ら の 留 学 生 ）， 学 部 4 年 生 が 6 名 で す ． ま た ， 前 年 度 ま で は 修



士 学 生 の 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ や 交 換 留 学 が 盛 ん で し た が ， 今 年 度 は 時 節 柄 ，

国 際 交 流 を 行 う こ と は で き ま せ ん で し た 。  

 卒 業 生 の 皆 様 ， 来 札 の 折 に は 是 非 お 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。  

HP： https ://ldc. e ng.hokuda i.ac.jp /  

 

 

原 子 炉 工 学 研 究 室  

 

 平 成 30 年 3 月 の 奈 良 林 直 教 授 の ご 退 職 を 経 て 、 令 和 3 年 2 月 時 点 で の 研 究 室

の 陣 容 は 、 教 職 員 2 名（ 千 葉 准 教 授 、 山 本 助 教 ）、 学 生 1 5 名（ 博 士 1 名 、修 士 2

年 4 名 、 1 年 4 名 、 研 究 生 1 名 、 学 部 4 年 5 名 ） と な り ま す 。  

准 教 授 ・ 千 葉 豪 ： 炉 工 に 復 帰 し て 9 年 目 と な り ま し た 。 OB の 皆 様 の ご 活 躍 を

耳 に す る た び に 大 変 嬉 し く 感 じ て お り ま す 。 若 い O B の 皆 さ ん と 作 り 上 げ て き た

炉 物 理 コ ー ド シ ス テ ム CBZ も だ い ぶ 機 能 が 拡 充 し 、 例 え ば 軽 水 炉 の 燃 料 集 合 体

の 燃 焼 計 算 な ど は か な り 高 速 に 行 え る 程 度 に ま で な り ま し た 。炉 物 理 を 軸 と し な

が ら 、 よ り 幅 を 広 げ て 研 究 活 動 を 進 め て い き た い と 思 っ て い ま す 。  

助 教・山 本 泰 功：コ ロ ナ 禍 で 大 変 な 状 況 か と 存 じ ま す が 卒 業 生 の 皆 様 は お 変 わ

り な く お 過 ご し で し ょ う か 。 現 在 は 感 染 対 策 に 留 意 し つ つ MHD 棟 で 実 験 も 行 え

る 状 況 と な っ て お り 、軽 水 炉 の 静 的 炉 心 冷 却 系 や シ ビ ア ア ク シ デ ン ト 時 の 溶 融 炉

心 の 再 配 置 ・ 微 粒 化 に 関 す る 研 究 を 行 っ て い ま す 。  

 卒 業 生 の 皆 様 、近 く に お 越 し の 際 は 是 非 炉 工 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。教 員・学

生 一 同 お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

原 子 力 環 境 材 料 学 研 究 室  

 

 卒 業 生 の 皆 様 、お 変 わ り な く お 過 ご し で し ょ う か 。当 研 究 室 は 2 0 2 0 年 4 月 に

植 松 慎 一 郎 助 教 が 着 任 し 、現 在 、小 崎 完 教 授 、渡 辺 直 子 准 教 授 、植 松 慎 一 郎 助 教 、

槻 奈 津 美 秘 書 、香 西 直 文 客 員 教 授（ 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 ）の ５ 名 の 教 職 員 と 、

博 士 課 程 １ 名 、 修 士 課 程 ５ 名 、 学 部 生 ５ 名 の 計 11 名 の 学 生 が 在 籍 し て い ま す 。 

 2 0 2 0 年 度 は 、 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 廃 炉 に 関 す る 研 究 課 題 が 文 科 省 の 新 規

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト（ R２ ～ ４ 年 度 ）と し て 採 択 さ れ 、こ れ に よ り 新 し い 電 子 顕 微

鏡 が Ｎ 棟 実 験 室 に 導 入 さ れ ま し た 。ま た 、文 科 省 の 原 子 力 人 材 育 成 も 、新 た な 事

業 が 採 択 さ れ （ R２ ～ ８ 年 度 ）、 小 崎 教 授 、 渡 辺 准 教 授 が 講 師 を 分 担 し た M O O C

（ 大 規 模 公 開 オ ン ラ イ ン 講 座 ）が 開 講 さ れ て お り ま す 。一 方 、C a r l o s  O r d o n e z さ

ん が 博 士 の 学 位 を 取 得 し ま し た（ 主 査：渡 辺 准 教 授 ）。ま た 、植 松 助 教 は 着 任 早 々 、

粘 土 や コ ン ク リ ー ト 試 料 中 の 放 射 性 核 種 の 移 行 挙 動 研 究 を 精 力 的 に 行 い 、興 味 深

い 現 象 を 次 々 に 明 ら か に し 、さ っ そ く 日 本 原 子 力 学 会 北 海 道 支 部 奨 励 賞 を 受 賞 す

https://ldc.eng.hokudai.ac.jp/


る こ と と な り ま し た 。渡 辺 准 教 授 が 福 井 大 学 等 と 連 携 し て 進 め て い る 原 子 炉 廃 止

措 置 の シ ナ リ オ 評 価 研 究 も 着 々 と 成 果 が あ げ ら れ て い ま す 。  

北 海 道 で は 、高 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 の 地 層 処 分 に 関 す る 寿 都 、神 恵 内 で の 文 献

調 査 が 始 ま り ま し た 。今 後 、廃 炉 技 術 に 加 え て 、放 射 性 廃 棄 物 の 処 理・処 分 に 関

す る 研 究 も こ れ ま で 以 上 に 展 開 し て い く 計 画 で す 。な お 、研 究 室 の 活 動 は 適 宜 H P

（ h t t p s : / / n u c l - m a t e r. h o k k a i d o . u n i v e r s i t y /） に て 報 告 し て お り ま す 。 当 地 に お

越 し の 際 は 、是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。教 職 員 学 生 と も ど も 、皆 様 の ご 来

訪 を お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

エ ネ ル ギ ー 変 換 シ ス テ ム 研 究 室  

 

 教 授・田 部 豊：新 体 制 と な り ま し た 。エ ネ の 精 神 は ぶ れ ず に 引 き 続 き ，エ ネ ル

ギ ー ・ 地 球 温 暖 化 問 題 の 解 決 を 大 目 標 と し た 目 的 重 視 の 研 究 を 楽 し ん で い ま す 。

2050 年 ゼ ロ カ ー ボ ン の 言 葉 が 先 行 し 出 し て い ま す が ， 機 械 工 学 の 「 デ ザ イ ン す

る 」と い う 観 点 で 時 間・空 間・量 的 な 定 量 評 価 を 行 う こ と が 極 め て 重 要 で す 。こ

れ ま で は 将 来 型 エ ネ ル ギ ー 変 換 機 器 の 高 度 化 に 加 え ，効 率 的 な 環 境 調 和 型 エ ネ ル

ギ ー シ ス テ ム の 提 案 を 主 に 考 え て い ま し た が ，最 近 は 災 害 時 に お け る エ ネ ル ギ ー

供 給 ，「 効 率 的 」 だ け で な く 「 豊 か な 暮 ら し を 支 え る 」 と い う 視 点 も 取 り 入 れ ，

そ の 結 果 ，一 層 悩 み 続 け て い る 毎 日 で す 。ぜ ひ 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い 。将 来 目 指

す べ き 多 様 な 社 会 像 に つ い て ， 熱 く 語 り 合 い ま し ょ う 。  

 准 教 授 ・ 植 村 豪 ： 縁 あ っ て 202 0 年 4 月 か ら 北 海 道 大 学 に 着 任 い た し ま し た 。

こ れ ま で は 東 京 工 業 大 学 に て エ ネ ル ギ ー 環 境 問 題 を 対 象 と し た 研 究 を 進 め て き

ま し て ， エ ネ ル ギ ー デ バ イ ス の 内 部 で 生 じ る 反 応 や 輸 送 現 象 を X 線 で 可 視 化 解

析 し ，メ カ ニ ズ ム の 解 明 に 取 り 組 ん で き ま し た 。北 大 で も CO 2 排 出 量 の 削 減 ，そ

し て エ ネ ル ギ ー の 高 効 率 利 用 を 目 指 し ，中 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 研 究 を 推 進 し て

い き ま す 。初 年 度 は 社 会 状 況 の 大 き な 変 化 も あ り ，研 究 か ら 生 活 ま で 何 も か も が

手 探 り と な っ て し ま い ま し た が ，北 大 そ し て 北 海 道 の 皆 さ ん の 温 か い サ ポ ー ト の

お か げ で 乗 り 越 え る こ と が で き ま し た 。 ま だ ま だ 分 か ら な い こ と ば か り で す が ，

北 大 の フ ロ ン テ ィ ア 精 神 の 中 で ，こ れ か ら も 教 育・研 究 に 励 ん で（ 楽 し ん で ）い

き た い と 思 い ま す 。 今 後 と も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

https://nucl-mater.hokkaido.university/


流 れ 制 御 研 究 室 （ 旧 流 動 場 シ ス テ ム 研 究 室 ）  

 

教 授 ・ 村 井 祐 一  

 船 の 抵 抗 を 減 ら す 研 究 が 再 び 追 い 風 を 受 け て い ま す 。北 大 に ｆ ３ 工 学 セ ン タ ー

が 設 置 さ れ ，グ リ ー ン 船 舶 ユ ニ ッ ト と い う ２ つ 目 の 名 前 を も つ 研 究 室 と し て も 始

動 し ま し た 。 堀 本 先 生 も 着 任 し ， LF C は 65 年 の 歴 史 を 節 目 に ， 海 洋 エ ミ ッ シ ョ

ン ゼ ロ な る 目 標 に 向 け て 新 し い 航 海 に 入 り ま し た 。レ ア ア ー ス や マ イ ク ロ プ ラ ス

チ ッ ク な ど の 技 術 開 発 も 軌 道 に 入 っ て き て い ま す 。  

准 教 授 ・ 田 坂 裕 司  

 気 泡 に よ る 抵 抗 低 減 技 術 の 研 究 か ら 派 生 し た ，UVP を 用 い た レ オ メ ト リ ー の 研

究 が ， そ の 応 用 範 囲 を 拡 大 さ せ て い ま す 。 粘 土 や 高 分 子 ， 食 品 を は じ め と し て ，

最 近 で は 北 大 病 院 と の コ ラ ボ も 始 ま り ま し た 。対 流・遷 移 研 究 と と も に ，私 の 研

究 の 柱 と な っ て い ま す 。実 験 室 も 新 し く 建 て 変 わ り ，近 代 的 な 設 備 で 研 究 を 加 速

さ せ て い き ま す 。 こ れ か ら の LFC に も ご 期 待 下 さ い 。  

助 教 ・ 朴 炫 珍  

 主 に 気 泡 を 用 い て 船 舶 の 抵 抗 を 減 ら す 空 気 潤 滑 法 の 研 究 と 流 体 計 測 技 術 の 開

発 を し て い ま す 。最 近 は ，超 音 波 エ コ ー を 高 時 間 分 解 能 で 解 析 す る こ と で ，流 れ

の 詳 細 な 情 報 を 取 得 す る ベ ク ト ル U VP と Echogra phy の 開 発 に 力 を 入 れ て い ま す 。

ま た ，新 し い 研 究 と し て ，空 気 潤 滑 法 の 研 究 で 得 た 境 界 層 制 御 法 を 風 車 の 制 御 に

も 適 用 す る 取 り 組 み を 始 め ま し た 。  

特 任 助 教 ・ 堀 本 康 文  

 去 年 9 月 に 着 任 し ま し た 。 乱 流 に よ る 輸 送 現 象 の 解 明 と 制 御 が 主 な 研 究 の テ

ー マ で す 。最 近 は 世 界 で も ト ッ プ ク ラ ス に 大 き な 実 験 装 置 を 設 計 し ，乱 流 を 抑 制

し て 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る 技 術 の メ カ ニ ズ ム 解 明 に 注 力 し て い ま す 。ま た ，細 胞 の

3 次 元 培 養 な ど へ 応 用 可 能 な ，単 純 な 機 構 で 実 現 で き る「 撹 拌 翼 を も た な い 」撹

拌 装 置 の 開 発 に も 取 り 組 ん で い ま す 。  

 



 

エ ン ジ ン シ ス テ ム 研 究 室  

 

OB の 皆 様 に お か れ ま し て は ， 益 々 ご 健 勝 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

当 研 究 室 は 北 大 工 学 部 創 設 時 に 設 け ら れ ，ま も な く 100 年 目 を 迎 え ま す が ，昨 年

4 月 に 新 実 験 棟 へ の 移 転 が 無 事 に 終 了 し ，研 究 室 一 同 日 々 研 究 に 励 ん で お り ま す 。

最 近 は 共 同 研 究 に も 恵 ま れ 忙 し い 毎 日 で す 。 学 生 と と も に ス タ ッ フ 4 名 元 気 に

過 ご し て お り ま す が ， 197 4 年 以 来 4 7 年 間 の 長 き に わ た っ て 当 研 究 室 に 奉 職 さ

れ ， 数 多 く の 方 が た い へ ん お 世 話 に な っ た 山 崎 賢 治 さ ん が こ の 3 月 で 退 職 さ れ

ま す 。  

小 川：車 か ら 徒 歩 通 勤 に 変 え て 少 し だ け 体 が 軽 く な り ま し た 。 1 日 1 万 2 千 歩

を 目 標 に し ，最 近 で は ジ ョ ギ ン グ で 通 勤 し て お り ま す 。当 研 究 室 に は 学 生 か ら 通

算 す る と 41 年 間 を 過 ご し ， 残 す は 3 年 と な り ま し た が ， 最 後 ま で 元 気 で 職 務 を

全 う し た い と 思 っ て お り ま す 。  

柴 田：昨 年 4 月 に ，こ れ ま で 使 用 し て き た「 第 94 式 對

空 一 号 無 線 機 」 と い う プ レ ー ト の つ い た 古 い モ ー タ の 処

分 を 研 究 室 で 検 討 し ま し た 。調 べ て み る と 昭 和 18 年 3 月

に 明 電 舎 大 崎 工 場 が 無 線 機 の 発 電 用 に 製 造 し た モ ー タ

で ， 明 電 舎 で も 稼 働 で き る 戦 前 の モ ー タ は 所 持 し て お ら

ず ， 社 宝 と し て 引 き 取 っ て 頂 き ま し た 。 歴 史 を 感 じ ま す

ね 。  

小 橋：北 大 に 着 任 し て 5 年 目 に な り ま す 。実 験 装 置 の 立 ち 上 げ や 研 究 室 移 転 を

経 て ，最 近 は デ ィ ー ゼ ル 燃 焼 ，ガ ソ リ ン 圧 縮 着 火 燃 焼 ，ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 高 速

ノ ッ ク に 関 す る 産 官 学 連 携 を 順 調 に 進 め て い ま す 。来 道 の 際 は ，是 非 お 越 し く だ

さ い 。 新 し い 実 験 室 も ご 案 内 さ せ て い た だ き ま す 。  

山 崎 ： 半 世 紀（ 47 年 ），現 旧 教 員 の 皆 様 ，在 校 生 ・ 卒 業 生 の 皆 さ ん に は 大 変 お

世 話 に な り 有 難 う ご ざ い ま し た 。私 ，今 年 度 持 っ て 大 学 を 去 る こ と に な り 寂 し い

限 り で す 。 研 究 室 を 今 後 も 宜 し く お 願 い し ま す 。  

 

 

量 子 ビ ー ム 材 料 研 究 室 A (大 沼 研 究 室 ）  

 

当 研 究 室 は 平 賀 助 教 と 私 の 教 員 2 名 、 博 士 研 究 員 1 名 、 学 部 生 3 名 、 修 士 課

程 院 生 5 名 、博 士 課 程 院 生 1 名（ 社 会 人 ）で 活 動 し て い ま す 。研 究 テ ー マ は「 小

角 散 乱 法 」を 使 っ た 研 究 で あ る こ と に は 変 わ り あ り ま せ ん が 、金 属 材 料 以 外 の 研

究 も だ い ぶ 増 え て き ま し た の で 、「 ナ ノ 組 織 研 究 」 と い う 従 来 の 表 現 か ら ナ ノ ス

ケ ー ル の「 混 ざ り 方 」の 研 究 に と い う 表 現 に 変 え つ つ あ り ま す 。現 在 は 鉄 鋼 材 料 、

ア ル ミ 合 金 、セ メ ン ト 、食 品 の 4 分 野 を 対 象 に「 混 ざ り 方 」と 特 性 、「 混 ざ り 方 」



と 製 造 プ ロ セ ス と の 関 係 を 定 量 化 す べ く 、研 究 を 進 め て い ま す 。学 生 の 皆 さ ん に

は 分 野 が 広 く 、 少 々 戸 惑 う と こ ろ も あ る よ う で す が 、 私 と し て は 系 に 関 わ ら ず 、

共 通 す る 要 素 、す な わ ち 、準 安 定 か ら 安 定 へ の 変 化 過 程 と そ れ に 及 ぼ す 温 度 や プ

ロ セ ス 途 中 の 外 場 、特 に 応 力 場 な ど 共 通 の 支 配 因 子 が 見 え て き て 、こ れ ま で 以 上

に「 組 織 」す な わ ち「 混 ざ り 方 」が 実 生 活 に 及 ぼ す 影 響 の 普 遍 性 が 感 じ ら れ る よ

う に な っ て き ま し た 。 測 定 環 境 も こ れ ま で の X 線 小 角 散 乱 ( S A X S )、 中 性 子 小 角

散 乱 ( S A N S )に 加 え 、B o n s e - H a r t 型 の 極 小 角 散 乱 装 置 ( U S A X S )も 加 え 、世 界 の ど

こ に も 無 い ほ ど 恵 ま れ た 環 境 に な り つ つ あ り ま す 。 ま た 、 昨 今 の X 線 光 学 系 の

大 幅 な 技 術 革 新 か ら S A X S の 測 定 時 間 は こ れ ま で の 1 / 8 程 度 ま で 短 縮 さ れ た 環

境 を 利 用 し て 、 i n - s i t u の 実 験 を 精 力 的 に 進 め て い ま す 。 特 に 、 室 温 付 近 で ゆ っ

く り と 反 応 が 進 む 食 品 プ ロ セ ス で は 大 型 施 設 で は 実 質 的 に で き な い 数 日 間 に わ

た る 連 続 測 定 の 実 績 も 積 み 上 が り 、ス ロ ー オ ペ ラ ン ド 技 術 と し て 推 進 し て お り ま

す 。 O B ,  O G の み な さ ん 、 ぜ ひ 、 新 し い 環 境 を 覗 き に き て く だ さ い 。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



量 子 ビ ー ム 応 用 医 工 学 研 究 室  
 

卒 業 生 の 皆 様 ， い か が お 過 ご し で し ょ う か 。 当 研 究 室 は 梅 垣 教 授 が 20 13 年 に

赴 任 し て 以 降 ， 研 究 室 の 新 た な 研 究 の 軸 と し て 陽 子 線 治 療 が 加 わ り ， 201 8 年 に

藤 吉 准 教 授 が 退 官 ，岡 本 助 教 が 大 阪 大 学 に 栄 転 さ れ て か ら は ，研 究 の 軸 を 陽 子 線

治 療 関 連 に 一 本 化 し ， 医 工 連 携 の も と で 様 々 な 研 究 を 進 め て い ま す 。 202 0 年 度

は ， 松 浦 准 教 授 ， 宮 本 准 教 授 ， 高 尾 准 教 授 （ 医 理 工 学 院 担 当 ）， 田 中 助 教 の 4 名

の 教 員 に 加 え ，医 工 連 携 放 射 線 医 学 物 理 分 野（ 寄 附 講 座 ）の 梅 垣 特 任 教 授 ，宮 崎

特 任 助 教 ， 2 名 の 博 士 研 究 員（ 上 田 ，横 川 ）と も 連 携 し ，研 究 ・ 教 育 を 進 め て い

ま す 。医 学 物 理 と い う 研 究 領 域 で み る と ，保 健 学 科 系 の 研 究 室 が 多 数 を 占 め る 国

内 に お い て ，恐 ら く 唯 一 の 理 工 学 系 の 研 究 室 で あ り ，臨 床 的 な 知 識・経 験 に 加 え

て ，治 療 機 器 開 発 に 関 す る 多 様 な 背 景 知 識 を 特 色 と し て ，病 院 と も 連 携 し（ 教 員

は 病 院 医 学 物 理 部 を 兼 任 ）， 臨 床 に 役 立 つ 機 器 開 発 な ど を 進 め て い ま す 。  

学 生 は 博 士 後 期 課 程 （ 工 学 院 ： 1 名 ， 医 理 工 学 院 ： 2 名 ），修 士 課 程 （ 工 学 院 ：

6 名 ，医 理 工 学 院： 6 名 ），学 部 4 年 生 5 名 と い う 大 所 帯 と な り ，日 々 各 グ ル ー プ

で の 専 門 的 な 研 究 に 取 り 組 む と 同 時 に ，全 体 ゼ ミ 等 を 通 じ て 議 論 し ，知 識 や ノ ウ

ハ ウ を 深 め て い ま す 。 202 0 年 度 は ， 新 型 ウ ィ ル ス の 影 響 に よ り ， ゼ ミ や 学 会 の

多 く が オ ン ラ イ ン で 実 施 さ れ ，大 学 へ の 立 ち 入 り も 制 限 さ れ る な ど ，非 常 に 制 約

が 多 い 年 で し た が ，全 員 が 予 定 通 り 進 学 ，就 職 す る こ と が で き ，皆 の 結 束 力 の 強

さ と 頼 も し さ を 改 め て 感 じ た と こ ろ で す （ 写 真 は 20 20 年 度 の 研 究 室 メ ン バ ー ）。 

卒 業 生 の 皆 様 ，札 幌 に お 越 し の 際 に は ぜ ひ 研 究 室 に 立 ち 寄 っ て い た だ き ，近 況

を お 聞 か せ い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 研 究 室 一 同 心 よ り お 待 ち し て い ま す 。  
 

 

 



中 性 子 ビ ー ム 応 用 理 工 学 研 究 室  

 

 2 0 1 8 年 4 月 に 発 足 し た 当 研 究 室 で す が 、 2 0 1 9 年 4 月 に 加 美 山 隆 先 生 が 准 教 授

か ら 教 授 へ 、2 0 2 0 年 11 月 に 佐 藤 博 隆 先 生 が 助 教 か ら 准 教 授 へ と そ れ ぞ れ 昇 任 し

ま し た 。古 坂 道 弘 教 授 研 究 室 か ら 引 き 続 き 勤 務 し て き た 後 藤 雅 子 秘 書 は 、2 0 2 0 年

1 0 月 に 5 年 の 任 期 を 全 う し 退 職 し ま し た 。 た ま に 遊 び に 来 て く れ る の で 寂 し く

は あ り ま せ ん（ い え 、や っ ぱ り 寂 し い で す ）。鬼 柳 善 明 名 誉 教 授 は 2 0 2 1 年 3 月 に

名 古 屋 大 学 の 特 任 教 授 の 任 期 を 全 う さ れ 、札 幌 へ 戻 っ て 来 ま す 。古 坂 道 弘 名 誉 教

授 は 産 業 技 術 総 合 研 究 所 と 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構 の 両 方 で ア ド バ イ ザ ー

と し て 活 躍 し て い ま す 。両 先 生 と も 私 達 以 上 に 元 気 に 研 究 活 動 を し て い ま す（ ! ?）。 

 研 究 室 H P の 更 新 頻 度 が 高 い た め か 、卒 業 生 の 皆 様 か ら は 日 頃 か ら 多 く の メ ー

ル を 頂 戴 し ま す 。そ の た め ご 存 知 か も し れ ま せ ん が 、 2 0 2 0 年 度 の 体 制 は M 2 が 5

名 、M 1 が 3 名 、B 4 が 5 名 で す 。そ の 内 5 名 が 女 子 学 生 で 、史 上 最 も 女 性 比 率 が

高 く な っ て お り 、一 部 の 卒 業 生 の 間 で 噂 に な っ て い る と 聞 き 及 ん で い ま す 。2 0 1 8

年 度 か ら 2 0 2 0 年 度 に か け て は 、 5 名 の 学 生 が 原 子 力 学 会 や 中 性 子 科 学 会 で 受 賞

す る な ど 活 躍 し て い ま す 。中 性 子 イ メ ー ジ ン グ 、加 速 器 駆 動 中 性 子 源 、中 性 子 デ

バ イ ス 、 宇 宙 線 ソ フ ト エ ラ ー に 関 す る 研 究 を 引 き 続 き 行 っ て お り 、 北 大 L I N A C -

I I／ H U N S - I I や J - PA R C の 他 に も 、 住 重 ア テ ッ ク ス や 青 森 県 量 子 科 学 セ ン タ ー で

も 新 た に 実 験 を 行 い ま し た 。H U N S - I I の ア ッ プ グ レ ー ド も 進 め て お り 、鉄 鋼 材 料

や 考 古 学 試 料 の 解 析 を 産 学 連 携 や 国 際 協 力 で 進 め て い ま す 。  

 北 大 中 性 子 関 係 の 卒 業 生 の 皆 様 、機 会 が あ れ ば ぜ ひ 研 究 室 へ お 立 ち 寄 り く だ さ

い 。  

研 究 室 H P（「 中 性 子 ビ ー ム 」で 検 索 ！ ）：h t t p s : / / w w w. e n g . h o k u d a i . a c . j p / l a b o / Q B M A /  

 

 

プ ラ ズ マ 生 体 応 用 工 学 研 究 室  

 

卒 業 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か ？ 令 和 ２ 年 度 の 当 研 究 室 は 、富 岡 教

授 、山 内 准 教 授 、松 本 助 教 の 計 ３ 名 の 教 員 と 、修 士 課 程 ８ 名 、学 部 生 ５ 名 の 計 １

３ 名 で 構 成 さ れ て お り ま す 。  

今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り 厳 し い １ 年 で あ り ま し た ．コ ロ

ナ 禍 と い う こ と で ，数 値 解 析 が 主 の 研 究 グ ル ー プ は 基 本 リ モ ー ト で の 作 業 と な り ，

実 験 グ ル ー プ で は 時 間 帯 を 調 整 し て 実 験 室 を 利 用 す る な ど の 対 策 を し て い ま す ．

な か な か お 互 い に 顔 を 合 わ せ て 研 究 に つ い て 議 論 す る な ど で き な い 状 況 で は あ

り ま す が ，そ れ ぞ れ の 研 究 グ ル ー プ で 工 夫 し て 研 究 を 進 め て お り ま す ．ま た ，ゼ

ミ や 学 会 な ど は オ ン ラ イ ン で の 実 施 と な り ，対 面 と 違 っ た 苦 労 が 絶 え な い １ 年 と

な り ま し た ．  

 現 在 ，松 本 グ ル ー プ で は 、ヘ リ カ ル 型 装 置 の NBI 加 熱 に 関 す る 研 究 な ど を 行 っ

https://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/QBMA/


て お り ま す 。 山 内 グ ル ー プ で は 、 核 融 合 炉 用 材 料 の 重 水 素 挙 動 に 関 す る 研 究 や ，

TCA と 呼 ば れ る カ ビ 臭 原 因 物 質 に 対 す る プ ラ ズ マ 照 射 の 影 響 の 研 究 な ど を 行 っ

て お り ま す 。 富 岡 グ ル ー プ で は 、 不 十 分 な 角 度 領 域 か ら の CT 画 像 再 構 成 ア ル ゴ

リ ズ ム の 開 発 や ，根 幹 治 療 に お け る 高 周 波 電 流 の 影 響 の 解 析 な ど を 行 っ て お り ま

す 。 以 上 の よ う に ， 現 在 は 生 体 応 用 に 関 す る 研 究 も 多 く 行 わ れ て い ま す ．  

 コ ロ ナ 禍 と い う こ と で 苦 労 す る 面 も あ り ま す が ，皆 熱 心 に 研 究 に 励 ん で お り ま

す ．研 究 室 へ 直 接 立 ち 寄 っ て い た だ く と い う の は 難 し い 状 況 に あ り ま す が ，卒 業

生 の 皆 様 の 近 況 を お 聞 か せ い た だ け れ ば と 思 い ま す ．研 究 室 一 同 ，心 よ り お 待 ち

し て お り ま す ．  

 

 

触 媒 表 面 研 究 部 門 （ 触 媒 科 学 研 究 所 ）  

 

卒 業 生 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 益 々 ご 清 祥 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。  

2 0 2 0 年 度 の 朝 倉 研 究 室 は 、朝 倉 清 高 教 授 、高 草 木 達 准 教 授 、三 輪 (有 賀 )寛 子 助 教 、

博 士 研 究 員 2 名 、博 士 後 期 課 程 3 名 、修 士 課 程 8 名 、学 部 4 年 生 3 名 、秘 書 1 名

の 計 2 0 名 で ス タ ー ト し ま し た 。 メ ン バ ー の 約 1 / 3 が 外 国 の 方 で 、 日 常 的 に 英 語

が 飛 び 交 っ て お り ま す 。  

現 在 は 、燃 料 電 池 白 金 触 媒 の 活 性 化 機 構 解 明 の た め の 高 感 度 i n  s i t u 表 面 X A F S

の 開 発 お よ び 白 金 の 結 合 距 離 制 御 下 で の 構 造・電 子 状 態 の 解 明 の 研 究 、O p e r a n d o

偏 光 全 反 射 蛍 光 X A F S 法 に よ る P t / A l 2 O 3 触 媒 の C O 酸 化 反 応 の 研 究 、新 規 E X A F S

解 析 手 法 の 開 発 、 ト リ チ ウ ム 顕 微 鏡 な ど の 研 究 を 行 っ て お り ま す 。 今 年 度 は

C O V I D - 1 9 が 猛 威 を 振 る う 中 、最 新 の 情 勢 に い ち 早 く 対 応 し 、オ ン ラ イ ン ミ ー テ

ィ ン グ や 出 勤 交 代 制 の 導 入 を 行 い 、精 力 的 な 研 究 活 動 を 行 っ て お り ま す 。学 会 も

オ ン ラ イ ン で の 開 催 が 主 流 と な っ て き て お り ま す が 、積 極 的 に 参 加 し 、発 表 を 行

っ て い ま す 。比 較 的 落 ち 着 い た タ イ ミ ン グ で は 、細 心 の 注 意 を 払 い つ つ 、つ く ば

の P h o t o n  F a c t o r y へ 出 張 し て 実 験 も 行 い ま し た 。  

今 年 度 は 、朝 倉 教 授 が 日 本 化 学 会 の 学 術 賞 を 受 賞 さ れ ま し た 。現 在 の 情 勢 で す

と 、皆 様 が 研 究 室 へ 来 ら れ る こ と は 難 し く 、ま た 、以 前 の よ う に 祝 賀 会 を 開 催 さ

せ て い た だ く こ と も 難 し い か と 存 じ ま す 。 ぜ ひ 、 メ ー ル ま た は オ ン ラ イ ン に て 、

お 祝 い の ご 連 絡 や 、皆 様 の 近 況 を お 伝 え い た だ け ま す と 幸 い で す 。卒 業 生 の 皆 様

の 近 況 報 告 を ス タ ッ フ 、 学 生 一 同 、 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。  

研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス ： h t t p : / / w w w. c a t . h o k u d a i . a c . j p / a s a k u r a /  

 

 

 

 

 

http://www.cat.hokudai.ac.jp/asakura/


量 子 エ ネ ル ギ ー 変 換 材 料 分 野 (エ ネ ル ギ ー ・ マ テ リ ア ル 融 合 領 域 研 究 セ ン タ ー ） 

 

 卒 業 生 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、益 々 ご 清 祥 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。令

和 ２ 年 度 の 量 子 エ ネ ル ギ ー 変 換 材 料 分 野 は 、柴 山 環 樹 教 授 、中 川 祐 貴 助 教 、博 士

課 程 １ 名 、修 士 課 程 ６ 名 、学 部 生 ５ 名 、秘 書 １ 名 で ス タ ー ト し ま し た 。博 士 課 程

で あ っ た Ya n g  S u b i n g さ ん は 令 和 ２ 年 ９ 月 末 に て 学 位 を 取 得 し 、１ ０ 月 か ら は 当

研 究 室 の 博 士 研 究 員 と し て 活 動 し て い ま す 。 ま た 、 M A N B O U 技 術 補 助 員 で あ っ

た 近 藤 美 奈 子 さ ん は 、令 和 ２ 年 度 よ り 同 セ ン タ ー の エ ネ ル ギ ー メ デ ィ ア 変 換 材 料

分 野 に 異 動 さ れ ま し た 。現 在 は 、イ オ ン 照 射 し た シ リ コ ン カ ー バ イ ド の 残 留 弾 性

歪 み の S E M - E B S D に よ る 非 破 壊 評 価 、 イ オ ン 照 射 に よ る 銅 の 酸 化 抑 制 効 果 の 検

証 、酸 化 タ ン グ ス テ ン の イ オ ン 照 射 に よ る ク ロ ミ ッ ク 反 応 機 構 の 解 明 、全 固 体 電

池 用 の 水 素 化 物 系 リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 体 の 開 発 、水 素 吸 蔵 金 属 と 層 状 化 合 物 界 面

の E E L S 解 析 な ど に 取 り 組 ん で い ま す 。 C O V I D - 1 9 が 猛 威 を 振 る う 中 、 オ ン ラ イ

ン ミ ー テ ィ ン グ や 分 散 登 校 も 導 入 し な が ら 研 究 を 進 め て い ま す 。 S E M・ T E M の

観 察 で は 、複 数 人 で 実 験 を 行 う と 密 な 環 境 と な っ て い た の が 通 例 で し た が 、オ ペ

レ ー タ ー 以 外 は オ ン ラ イ ン 会 議 シ ス テ ム の 観 察 画 面 か ら 参 加 で き る シ ス テ ム を

一 通 り 整 え て 、早 速 利 用 し て い ま す 。現 在 の 情 勢 で す と 、研 究 室 に 直 接 立 ち 寄 っ

て 頂 く の は 難 し い か と 存 じ ま す が 、ぜ ひ メ ー ル 、オ ン ラ イ ン や は が き に て 、お 祝

い の ご 連 絡 や 、皆 様 の 近 況 を お 聞 か せ い た だ け ま す と 幸 い で す 。卒 業 生 の 皆 様 の

近 況 報 告 を 、 学 生 ・ 教 員 一 同 、 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



瞬 間 強 力 パ ル ス 状 放 射 線 発 生 装 置 研 究 室  

 

 引 き 続 き 施 設 長 を 加 美 山 隆 教 授 が 、副 施 設 長 を 平 賀 富 士 夫 助 教 が 務 め て い ま す 。

技 術 ス タ ッ フ は 、定 年 退 職 後 も ま だ ま だ 元 気 に 活 躍 し て い る 、皆 様 ご 存 知 、佐 藤

孝 一 さ ん が 派 遣 職 員 と し て 引 き 続 き 在 籍 し て い ま す 。ま た 、若 手 の 技 術 職 員 と し

て 、原 田 真 吾 さ ん に 代 わ り 、長 倉 宏 樹 さ ん が 加 わ り ま し た 。長 倉 さ ん は 非 常 に 優

秀 な（ 優 秀 す ぎ る ）技 術 職 員 で 、皆 の 人 気 者 で す 。教 員 も そ ん な 人 気 者 に な り た

い と 思 う 今 日 こ の 頃 … 。  

 北 大 L I N A C - I I は 2 0 1 8 年 1 0 月 1 5 日 に 放 射 線 施 設 検 査 に 合 格 し 、 稼 働 を 開 始

し ま し た 。 電 子 の 加 速 エ ネ ル ギ ー は 3 3  M e V、 パ ル ス 幅 は 4  μ s で 以 前 と ほ ぼ 同 じ

で す が 、 電 流 値 が 違 い ま す 。 以 前 は 5 0  p p s 運 転 で 3 5  μ A で し た が 、 今 は 5 0  μ A

で す 。ま た 、新 し い 加 速 器 は 1 0 0  p p s 運 転 も 可 能 で 、北 大 L I N A C - I の 3 倍 の 中 性

子 発 生 量 が 実 現 し ま す 。当 初 は 出 力 1 0 %（ 1 0  p p s）で の 運 転 で し た が 、今 で は 7 0  

p p s 運 転 を 普 通 に 行 っ て い ま す 。技 術 職 員 陣 の 努 力 の 賜 物 で す 。出 力 が 向 上 し た

た め 、耐 熱 性 を 向 上 さ せ た 新 し い 中 性 子 発 生 タ ー ゲ ッ ト も 開 発 し ま し た 。さ ら に

2 0 2 0 年 の 夏 に は 、 古 い ま ま だ っ た 電 子 ビ ー ム 誘 導 部 も ピ カ ピ カ に 修 理 さ れ 、 古

い ま ま 残 っ た も の は 電 磁 石 関 係 と 建 屋 そ の も の だ け と な り ま し た 。建 屋 に つ い て

も 、 改 修 に 向 け て 加 美 山 施 設 長 が 奮 闘 し て い ま す 。  

 結 合 型 冷 中 性 子 源 を 用 い た 中 性 子 小 角 散 乱 実 験 や 結 合 型 ／ 非 結 合 型 熱 中 性 子

源 を 用 い た 中 性 子 イ メ ー ジ ン グ 実 験 、高 速 中 性 子 源 を 用 い た 中 性 子 ソ フ ト エ ラ ー

実 験 を 中 心 に 、学 生 の 研 究 だ け で な く 、産 学 連 携 共 同 研 究 や 国 際 共 同 研 究 が 推 進

さ れ て い ま す 。 卒 業 生 の 皆 様 、 機 会 が あ れ ば ぜ ひ 新 し く な っ た L I N A C の 見 学 に

お 越 し く だ さ い 。  

研 究 室 H P（「 北 大 l i n a c」 で 検 索 ！ ）  

： h t t p s : / / w w w. e n g . h o k u d a i . a c . j p / l a b o / Q B M A / L I N A C /  

 

https://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/QBMA/LINAC/

